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南米パタ コ’ニア北氷陸から西に流れ落ちるサンラファエル氷河の末端

一関連記事本文632ページー

（氷河は 1円山伺いの速度で前進し高さ1伽近くもある）
末端が抑lにj』iれ務ちる ／ 
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卒業式におけ る総長のことば

総民 j）と 111 i政

卒業生の諸君，おめでとうごぢいます。

本日ここに，昭和59年度卒業式を挙行し，文学土193名，教育学士56名，法学士379名，経済学土

181名，理学士270名，医学士123名，薬学土79名，工学土828名，及び農学士289名，合計2,398名の

諸君に合格証書を授与できますことは，本学の最も大きな慶びとすると ころであります。

諸君の卒業を祝い，その前途を祝福するためにご臨席ーいただきました本学名？？教授の先生方，部

局長並びに教職員の皆様に対しまして，卒業生の諸君とともに心から感謝し， J享くお礼巾 し上げま

す。

新しく学士となられた卒業生の諸君，諸君一人一人に， それぞれのご苦心，ご＂＇；ツ ＇iがあったこと

と推察し，本日の卒業を心からお成び申し上げるとともに，今日，小学校から数えて16年あるいは

18年の長きにわたり諸君の学業を支えて下さったご両親はじめ，関係者の皆様に対しましても，卒

業生の諸君とともにそのご厚志，ご高恩に対して心からの倣芯；と感謝を体げたいと存じます。

諸君が希望に燃えて京都大学に入学されてから 4年あるいは 6年間j，蛍引の功なって今日ここに

新しく 学士号を得られたのでありますが，この間，消君それぞれが創立工夫し，いろいろの方法で

もって自己形成がなされたことと思し、ます。自ら学ぶことの楽しさを覚え，そして所訓京都学派の

学風を肌で感じた諸君もあるでしょう。また，学問とスポーツとが両立するよう工夫し，それこそ

血のに じむよ うな努力を重ねた諸ー君もあるでしょう。民にまた，いろいろの課外活動を通じて泣か

な教養を修得するとともに終生の友ともいうべき良き友人をもち得て，今日この日を迎えた人もあ

ると思います。諸君はそれぞれ在学期間中を顧みて，種々 の感慨に浸っていることでありましょう

が，諸君はいずれもめでたく新し く学士になられたのであって，京都大学の卒業生であるという自

信と誇りを持って実社会への第一歩を力強く踏み出してほしいと思います。

そこで，これからの情報化社会や国際社会に生きることについての所感を 111し述べて，伐とした

いと存じます。

世界は21世紀にむけて，情報の生産，収集，処理，｛ム速を中心に発展してし、く情報化社会の道を

歩んで‘いくことでしょ う。 我々は，おびただしい無形の知識 ・情報に押し流されそうなH寺代を迎え

んとしているのであります。このような時代における人間生活において，何が一番大切なことにな

るでしょうか。それはいうまでもなく，情報選択における主体性の確立であります。外からのh刊H

に惑わされることな く，知に偏せず，情に溺れず，なに1:tらぐことのない適切なる自主的判断をす

る力を養うことて、す。この自主的判断力は，人間性に立脚した，しっかりした価値観を本当に自分

のものとしておかなければ，生まれ出てくるものではありません。

そこで，この価値観をどうして修得するかが問題でありますが，知識 ・情報の氾滋する高度の前
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線化社会においてこそ，訟は人聞の歴史にその知恵を求めることが，緊要であるように思います。

例えば，古代のギリシャや中国における人間の木性についての知恵は，科学技術の進歩した今日に

おいても ，喜子，むしろ科学校術の名のもとに，ともすれば人間性をないがしろにする今日において

こそ， ますます重要性を増してきており ，そこから我々は，謙虚に学ぶ必要があるように思いま

す。人間の本性というものは，時代は変っても普遍的な価値をもっているものなのです。

ギリシャ析学における ，人間の本性にかかわる自由の概念をみても ，例えばプラ トンは，‘自由’

について， 「物質的，肉体的欲望の赴くままに， fili「謂気ままに欲望に身を委ねるということは，こ

れは木当は自由でなく，むしろ逆に欲望の奴隷となることにほかならなし、0 ＇本当の自由とは，自己

自身を支配することである」と主張していますが，このプラトンのテーゼは，現代に正しくあて依

ると思います。なお付け加えれば，プラトンl工、自由’をこのように個人的な心のあ り方の問題と

してのみ語っているわけで‘はありません。、自由’とは元来，政治的 ・社会的な意味での隷属に対

する概念、であって，プラトンにとってそれはアテナイをその典型とする民主制の基本理念でありま

した。 何でも話せる言論の自由と， 何でも思い通りになすことに対する寛容と放任ということが

‘自由’ の意味するものでありました。しかし，プラトンは，民主制の下における過度の自由は，

やがて専制者の独裁制を生み，却って隷属状態へと転化する必然性をもつものである ことを洞察

し，二七片： 『国家』の中でそのことを論じています。このような政治的・社会的な意味での 、自由’

に関するプラトンの思想については，さまざまな:i'l'filliや批判があるようですが，こ のことは専門家

の立場から考究されなければならないことでしょう。しかしながら，先に取り上けeたように彼が個

人的な心の内面の問題としてのホ自由’について述べていることは，人間の本性を洞察していて，

今円の状々にとって ，大変重要な意味をもつものとして注目されるのであ ります。

また， 孔子の言柴をよ長めた『論語』に示されているところの，人間として備えるべき倫理的なも

のは，今日のわが｜同でも ，また社会主みJttl家としての中国社会においても ，その大綱においては，

あまり変化なく継／民主れているようであります。このことに関連して，毛沢東が彼の国家主席時代

に， 「’，；；；；－に経験や！金支！を基に学習し， ’との結果から科学するのが中国のやり方であるJと強調して

いることが興味深く忠われるのであります。 もちろん，歴史や古典に学ぶとい うことについては，

ニーチェも指摘しているように， 「過度の歴史怠識をもつことは，新鮮な創造性を抑圧する恐れが

あるので，適度の忘却が必要である」ということも銘記しておかねばならないでしょう。しかし，

プラトンの去作や，孔子の論語などが優れた古典として読み続けられて きたのは，それらが時代や

社会の制約を担えた人間性そのものへの深い洞察を含んでいるからであると思います。

高度の↑，~＇；報化社会，所謂ニューメ デ ィアの融合し競合する社会に巣立たれようとする諸君 ， この

ような惚鮒多l岐にわたる情阪の流通が，生活の在り方を左右する社会においては，とりわけ人間性

への願慮あるいは，その木性についての思索を深めるということを忘れてはな りません。さ もなけ

れば，まさしく恨無し引のように，巨大な情恨の潮流に押し流されてしまう ことになり，それはひ

いては，個人の問題だけ・ではなく，日本のそして出・界の歩むべき追を誤まらせることにもなるでし

ょう。

京行1；大学において土庁った人間性の叩厳に対する感受性や批判的精神をますます附くと ともに，今

後とも，歴史や 11;.J)I~ に .m しみ，そこから人間性に立脚したしっかりした価値観を身につけるよう心

がけてほしいと希望するものであります。
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つぎに，国際社会への対応について述べてみましょう。 現代は，国際的相互依存関係の深まる正

に国際化時代であります。衛星中継によって地球の裏側で発生した事件が瞬時にしてテレビに放映

され，また気象衛星から送られる画像によって，日本の天候とア ジア大陸の気象との密接な関係が

日常的に語られるよ うになった今日，我々の世界が文字通り地球的規模にまで拡大されたことが実

感されるのであります。科学技術の進歩は，こ うした状況をさらに急速に推し進めるものと思われ

ます。そして，今や我々は，一つの地球を共有する世界家族の一員としての立場を明確に自覚する

必要に迫られています。「国際化」や「国際交流」を；命ずるにあたり，我々はまずこうした基本的

な立場について各自がはっきりとした自己の哲学を確立すべきでありましょう。 地球は，人類に与

えられたたった一つの限り ある大きさを持つ生活の場であります。そこには現在40憶の人聞が，そ

れぞれの長い歴史と，その歴史の中でそれぞれが築き上げ，はぐくみ育ててきた多綴な文化を担っ

て生活しております。イランのように，数千年の昔に国家を形成し今日に至った民族もあれば，ブ

ノレネイ のように誕生してようやく一年を経たばかりの新しい！刻家もあります。 10億をこえる人口を

もっ中国のような巨大な国もあれば， また南太平洋のナウルや，ノパルのように，人口わずか 8,000 

人という国もあります。また，稲作を生産の基軸とする民政もいれば， 牧畜を生業の中心としてい

る人々もいます。かつて古い時代に，これらの人々に対し，他国の人々の存在を教えたのは遠征で

あり，通商でありました。 しかし、当時はまだ大多数の人々は，異同や他の地域の人々の存在を考

える ことなく孤立した生活を送る こともできたのであ ります。しかし，今日， 経済関係の世界規般

的な拡大と科学技術の進歩は孤立状態を許さず，世界の諸民肢に相互の接触を迫っているのであり

ます。我々はこのような歴史の進展を正視し， その変化に積極的に対応しなければなりません。と

りわけ，学術研究における国際交流は必須の要件といえます。今日わが国がもっ経済力にふさわし

い見識をもって，積極的に歴史の創造に参画することが強〈 期待されていると 申せましょう。

19世紀の半ば，日本人は黒船の到来によって鎖国の夢を破られ開国を迫られました。こうした歴

史の急激な展開にさらされた明治の日本人は，さまざまな困難を克服して偉大な「文化卦命」を達

成し，積極的に西洋の文物， tli!J度を取り入れることによって国家の近代化に成功したのでありまし

た。 21世紀を目前に控えた今日の歴史的状況は，まさに「第二の開国」の時代というべきでありま

しょう。現在の我々に求められているのは，新時代に生きる歴史の感覚であり，こうした新しいH、子

代を切り開く哲学であります。

今日ここに卒業される諸君は，それぞれ大いなる抱負を胸に秘めて，社会にむかつてはばたこう

としているでありましょう。 私は，諸君の一人一人が歴史の中において，諸君の果すべき役割の重

大さに思し、をいたし，本学における研績の上に，自己の科学を確立するよう一層の努力をされんこ

とを期待するものであります。

本学の生んだ優れた思想家である西田幾多郎博士は， 『善の研究』の中で，知識と愛の闘係につ

いて，次のように述べております。

「知と愛とは同ーの精神作用である。それで物を知るにはこれを愛せねばならず，物を愛するの

はこれを知らねばならぬ。」

この言葉は，国際社会に生きる道を校索しよ うとしている今日の我々にとっても，極めて示唆に

富んだ言葉であるとい うことができます。ますます小さくなる世界。その小さな世界の中で，一緒

に生きていかなければならない地球家族の成員達は，まずお互いをよく知らなければなりません。

お互いを知り合うことなしには愛し得ないし，また逆に，お互いを愛し合 うことなしによく知り合
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うことはできないのであります。私は，さきに述べたように，人間性の普遍的価値を信じておりま

す。しかし，その人間性が照史の小に発現するとき，それは，その人の生きる社会のもつ文化の装

いをまとって現れるのであります。すべての文化は，それぞれの文法をもっています。あたかも日

木語と英語の文法が異なるように，文化の文法は民族ごとに異なっております。それぞれの民族

は，それぞれの感覚で感じ，それぞれの道筋で考えるのです。そして，こうした多様性の存在自体

が，人類のもつ一つの大きな財産であると申せましょう。

世界の人々と交わるにあたって大切なことは，まずその違いを成心に学ぶことであります。さら

に，その泣いを知った上で，それを互いに認め合うことであります。違いを知ることは，自らをよ

りよく知る道でもあります。また，他の者についての知識は自らを立かにすることにも通じるので

あります。私は，諸君が社会におけるそれぞれの立場において，異なった文化と積極的に接触する

ことを望みます。 そして，異質文化の学習と異質文化の体験を通して諸君自身をさらに豊かにさ

せ，それによって国際社会の歴史の進歩に貢献してくれることを，心から期待するものでありま

す。

京都大学は，真にDFJかれた大学として，また魅力ある大学としての学園の形成を目指し，研究教

育の国際交流に，より一間前極的に取り組んで参りたいと考えております。

新しく学土となられた卒業生の諸君，明日からの情報化社会や国際社会における思う存分の活躍

をお祈りしてやみません。

どうか諸君，健康にくれぐれも開立されるとともに，母校京都大学をいつまでも心の中に抱いて

歩んで下さし、。京都大学もまた，,¥11君一人一人の歩みを永くいつまでも見守り続けることでしょ

う。

諸君の栄えある門出にあたり，心より祝意；を表するとともに，一言所感を1pし述べて餓の言葉と

いたします。
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く大学の動き＞

昭和60年度入学者選抜学力試験の結果

昭和60年度入学者選抜学力試験の合格者氏名が， 3月18日（月）に学部ごとに

発表された。

学部別の受験者数及び合格者数等は次表のとおりである。

学 部 ｜募集人民 ｜志問 ｜受開 ｜倍ヰt

｜ 人｜ 人｜ 人1
文学部 I 200 I 713 I 694 3. 5 

教育学部 50 135 134 I 2. 7 

法学部 350 903 892 2. 5 

経済学部 210 592 581 2.8 

理学 rm 281 745 736 2. 6 

医ヴ：；'(j~ 120 449 414 

薬学部 80 202 199 

一一一一二

945 I 2, 194 2, 172 2. 3 

300 686 676 

2,536 6, 619 6, 498 

欠席率介稿者数
合約」51lJ. /.( 

V/11 劣
（満点）

最 ，·：~ 放 fl\;

%人1

2. 7 200 (58) 549. 58 441. 92 700 

0.7 50 (21) 832.16 678.66 1,050 

] . 2 350 (49) 709 550. 5 850 

1. 9 I 210 (13) 610. 75 485 800 

]. 2 281 (24) 867. 75 688. 5 l, 050 
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1.0 945 (24) 838.92 601.58 1,000 

2.3 ]. 5 305 (38) ], 000 799.67 606.92 

2.6 ] . 8 2, 542(268) 

（注） 1. 受験者数 ・欠席本は最終11（文 ・教育 ・法・経済’手却は外！司，ilf.Fil・IX・楽・｜一 ．災予[ftl(iJ1H科）の

ものである。

2. 合格者数の（ ）｜々は女子て、内数である。

3.法学部と経済学，'(jlの合稿者数には， 161うと 6'.f,の外｜凶’下校II＼身＆のための選考ぷ験介絡者が合まれて

L、る。

昭和59年度修士学位授与式

3月23日（土）午前10時5分から，昭和59年度

修士学位授与式が，本学総合体育館で挙行され

た。

学位授与式は，名誉教授はじめ来賓の臨附のも

とに学位記授与が行われ， 「総長のことば」があ

って午jfolO時35分に終了した。

木年度の修士課程修了者は，文学研究科62名，

教育学研究科16名，法学研究科23名，経済学研究

科16名， 理学研究科131名， 薬学研究科33名，工

学研究科549名，農学研究科96名の計9261うであっ

た。
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昭和 59年 度 卒 業 式

3刀25円（月）午前IOIL'i 5分から， 1171和59ゴr
j立卒業式が，本学総合体育館において挙行され
ず偽

ト」。

卒業式は，名誉教J受はじめ来賓の臨席のもと

に行われ，学歌斉唱，合絡.11UiJ：芝与， 「総j三の

ことば」のあと， 「蛍の光」をf'TllF¥して，午前

JO時50分に終了した。

新学二士：は，文学部 193名，教育学部 56名，法

学部379名，経済学部181名， Fil学部270名，医

学部123名，薬学部79名，工学庁rrn2s名，農学部

289名の計一2,398名であった。

部局長の交替等

教育学部長

小林脅也教育学部教授 （比較教育学講座担当）

が 4J1 I日同学部長に再任された。 任期はll7i和61

年 3月31日までであるO

法学部長

奥田l', :i8:法学部長の任期満了にflい，その後任

として龍問 節法学部教侵（商法第二講座担当）

が4月 l臼任命された。任期は11(1和62年 3月311::1

までである。

理学部長

巽 友正理学部長の任期満了に伴い，その後任

として寺本 英JIH学部教授（理論生物物Jll＇学講座

担当）が 4月 1日任命された。任:Jt)Jは11{1和62{1二3

月31日までである。

工学部長

近j依良夫工学部長の任期満ー了に伴い，その後任

として赤井浩一工学部教綬（土質力学講座担当）

が4月 1日任命された。任期は昭和62年 3月31I I 

までである。

教養部長

浮田典良教養部長の任期満了にflい，その後任

ー・・・・・~11

として奥JTI光郎教養部教授（生物学担当）が 4月

1日任命された。任期は昭和61年 3月31円までで

ある。

人文科学研究所長

吉田光邦人文科学研究所長の任期満了に伴い，

その後任として柳田里山人文科学研究所教授（宗

教史研究部門担当）が 4月 1日任命された。任期

は昭和61年3月31日までである。

東南アジア研究センタ一所長

波部Jよl世東南アジア研究センタ一所長の任期満

了に伴い，その後任として石井米雄東南アジア研

究センタ一教授（文化構造研究部門担当）が 4月

1日任命された。任:Jt)]Lt昭和63年 3月31日までで

ある。

超高層電波研究センター長

加藤進趨高層電波研究センター教授（超高lf"i

物理学研究部門担当）が 4月 1日同センタ一長に

再任された。任期は昭和62年 3月31日までであ

る。

医用高分子研究センター長

中島章夫医用高分子研究センタ一長の任期満了

にf'i'い，その後任として；）j：出一夫医用高分子研究
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七ンタ一教授（幽科材料応月j研究部川担当）が 4

月 1日任命された。任期は昭和6211'・ 3 ) J :il日まで

である。

学生部長

加藤幹太Jiil学部教授（放射級生物’学講座担当）

が 4月 1日学生部長に再任された。iEJ切はll{'i:fll6l 

{j'. 3 JJ 31「lまでである。

昭和60年度医療技術短期大学部

入学試験の結果

昭和60年度医療校術短期大学部入学試験の合格

斉氏名が， 3月14日（木）に発ぶされた。

受験者数及び合格者数等l土次表のとおりであ

。。

’｛・ H 』·~~人民，~~願行数受験岳数合稿者数

JI・ ＇進 乍午、｜ 80人 185人 154人 89人

術1＇.伐材；I乍科 40 283 240 42 

PH’下lf;UJ／何千 20 144 125 22 

作業彼法学科 20 79 73 22 

160 691 592 I 75 

昭和59年度医療技術短期大学部

の卒業式・修了式

医療技術短期大学部ては， 3月2011 （水）午前

101！寺から，本短期大学者j）講堂において来賓など臨

席のもとに，t¥lJ.t,ll大学部卒業式及び［，rj1.J；：攻科修了

式を挙行した。式は卒業証古 ・修T~IE ,If授与，学

長式辞，来賓祝併と進行し，午i]/TIO時50分終了し

たっ

この新l/~、門出を迎えた者は，牙；護学科70名，

1111~三技術学科39名 ， 理学成法学科1 5.f. ，作業療法

学科 13名及び専攻科助産学特別専攻 HJ名の：1-156

名であった。

（医療J支術短期大学部）

沼正作教授，林巴奈夫教授，

益川敏英教授が日本学士院賞を

受賞

このたび，医学部川 正作教J受，人文科学研究

所林 巳京大教授，基礎物理学研究所前川敏英教

授に日本学士院立が授与されることになった。授

賞式は 6月上旬，日本学士院会館で行白われる予定

である。

以下に各教綬のIll各歴，業絞守を紹介する。

沼 正作 教授

市教授は，和歌山県出身，昭

和271（京都大学医学部医学科卒

業，京都大学医学部内科学教室

を経て，同31年米114Harvard 

Medical School，同33年西独

Max-Plank-Institul fi.ir Zell-

chemie ・留学，同36年本学医学

部医化学教室助手，同37年同助教授，同38年再び

Max-Plan k-lnsti tut f山ー Zellchemieに留学，同

43年本学医学部際化学教室教J受と なり現在に至っ

ている。

同教授の今回の受賞の対象となったのは「神経

情報伝達の分子機構に関する研究」である。

アセチルコリン受容体と Naチャンネルは，干111

経↑i1f 宇~伝達の分子機構を解明するために研究すべ

き最も謀本的な蛋白分子と見倣され，従来これら

に関して生理学，楽迎学，生化学的見地から膨大

な研究がなされていたが，その分子構造は全く不

明と言っても過言ではなかった。同教綬はこの分

野に組換え DNAの手法を導入することにより，

これらの全分子構造を初めて解明し，さらに電気

生理学的に機能を有する受容体を DNAの遺伝情

報に基づいて合成する糸を開発し，この発現糸と

DNA の人工的変異を併用して受容体機能の構造

的基盤を明らかにした。

同教筏はまた cDNAの塩基配チljから内因性オ

ピオイドペプチドの三つの前駆体（副腎皮質刺激

ホルモ ン－/3ーリポト ロピン前駆体， プレプロエン

ケファリンA及びB）の全 1次構造を決定し，現

在知られている内因性オピオイドペプチドの起源

ハUつ
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をすべて解明するとともに， DNA辿｛云・ti'iWから

未知の活性ペプチドを発見する最初の例を作っ

た。これら三つの前駆休はし、ずれも絞数の繰り返

し単位（メラノトロピン又はエンケファリン）を

合んでおり ，その蛋白s1tびに）.！＇；伝子の情造の類似
性から、多ホルモン前駆体’という新しいカテゴ

リーに属する追伝子産物の存在が明らかになっ

た。

以tのlili；呆はいずれも世界で最初に達成された

ものであり ，分子神経ノ色物学の分野に新しい方法

論を導入し岡則的進歩をもたらしたものとして長l

際的に向く評価されている。

昭和48年 Heinrich-Wieland-Preis, 同54年

Phil ipp-Franz-von-Siebold-Preis，同57{f二Erwin-

von-Baelz-Preis，同58年朝日立そして!YI'年 Lud-

wig-Aschoff Medailleを受賞している。

以上のような同教授のがIiかしい研究 ・教育上の

業績を考えるとき，今回の受1'tはまことによゐこ

は：しし、。

（医学ifiO

林巳奈夫教授

林教授は，神奈川以出身， II[{

和25年京都大学文学部！と学科を

卒業，同32年京都大学人文科学

研究所助手，同43年同助教授を

経て，同50年同教授（東洋考古

学部門〉となり ，現在に至って

いる。

同教J受の今凶の受賞の対象となったのは，昭和

59年刊行の『股潤時代l'r銅伐の研究一一股周青銅

器綜覧ー』である。

中国股周ii喜代の青銅礼総は，当ll!jの人々が，精

魂をこめ，最高技術を駆使して作りあげた工芸品

である。美しし、姿と精綴な紋係は，はじめて見る

者にも深い感動を与える。このような青銅探に関

する研究は，中国では一千年以上の歴史をもち，

日本でも明治末以来の伝統がある。しかし，その

研究をリードしてきたのは，青銅器の銘文をr.:i物
とは切りはなして研究する文字学者を除けば，研

究者にまさるともおとらない能力をもった古美術

商とコレクターたちであった。 日本でもい〈っか

の優秀なコレ クションが形成され，それは世界的

な水準にあるが，同教授のこの古物は，一人の研

究者が，千！美術商 ・コレクターのそれを上まわる

llH識をもちつつ， 股J.~J 青銅探を体系的な学問の刻

象として扱ったものであるO それは，一千年をこ

える研究！とのうえでも初めてのことであり ，蒐集

のプJイドの域を出なかったこれまでの研究水準を

一挙にひきあげた。

同教授の乙 の：l：物での業績は，一言でいえば，

股j百l青銅伐のひとつひとつに，正確な分類と正篠

な編'.if三を与えたことにある。とく に同教授が力を

傾けたのが， ff銅器の正確な編年であり，その成

功の要因となった， ifi~探の側視形の曲線を判断の

基準とするアイディアは，同教綬独特のものであ

る。

この書物は礼；~＂＂を対象とするが，武器に関する

同様の研究もさきにまとめられており，またこの

ような基礎的研究以外にも ，中／ii／考古学の多方白i

にわたる業績があり ，そのひとつひとつが創見に

みちている。同教疫のこれらの業献は，他の研究

者に大きな刺激と恩恵とを与えずにはおかなし、。

また同教授の研究に対する真撃な安勢が後進に及

ぼす影響もはかり しれないものがある。今回の受

'lYのまことによろこばしい所以である。

（人文科学研究所）

益川敏英 教授

益川教授－は，愛知県出身，昭

和37年名古屋大学理学部卒業，

同42年同大学大学院理学研究科

修了（理学博士），同年名古屋

大学理学部助手，同45年京都大

学瑚学部助手，同51年東京大学

原子核研究所助教J受，同55'.i下京

郎大学基礎物理学研究所教授（場の理論部門担

当）に就任現在に至っている。

同教J受の今回の受賞は，共同受:il者である小林

誠助教綬（高エネルギ一物理学研究所）と共に提

起した素粒子の悦型に関する新理論によるもので

あって，この業献は素粒子物理学の近年の発展に

大きく寄与したものである。

「くりこみ可能な弱相互作用の理論における
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CP-JI：保（r：」 とj坦ーするこの理論Lt, ?n~川 ・ 小林

~Ii]受11::'1売が共にノド学 JIT1 学部助手として活断J 巾に

なされた研究成果の lつであり ，昭和47年秋に

Progress of Theoretical Physics (.fll!論物.flH'.'}: 

の進歩）誌に投稿され， J、明子「・t局』｜実された（1¥1.

Kobayashi and T. Maskawa, Pro. Theor. Phys. 

49 (1973)' pp 652 657）。

原子核を椛成する依子ーや・－1-・r日1子などの、N:-fは，

今日の知設ではもはや物nの抗悩要素の立1!-1ーでの

素粒子ではなく，クオ一クと H

な単位カ、ら作られている。当H、干まで‘に，クオー ク

は少なくとも 3筒煩あることが知られており，理

論的に第4のクオークも下？守されていたが，同教

授らの研究は， i’l然界に (r:｛！：する “CP-JI三保存”

（荷電と学問を同時に反，，去する対称性が破られて

く紹介／

防災研究所における

海外氷河調査

防災研究所災害気候研究部門は白然災：！？の民間

となる気象現象をグローハノレのJ／場と小地形の影

響を受ける局地現象の 1'r:場とから研究している

が，本邦の台風や梅雨だけーでなく世界の’庁）／（地域

での現象をも研究対象としている。

世界中の真水のほとんどは，勺）／（の形で存在し

ており，その大部分は南北｜』IJ械域付近にあるが，

第三の極地といわれるヒマラヤの山々も雪氷で覆

われている。’Cj氷地帯は牧山や傑検の対象となっ

ても，日｝j災fl・学とは無縁と！ιう人もあろうが決し

てそうではない。

雪氷と｜防災とのかかわりの二木の柱は，気候変

動と水資源の問題といえよう。地球上の平均気瓶

が異常に下れば氷河時代や小氷河時代の再来が心

配されるが，逆に地表を覆 う真白の雪氷田町lの変

化は地球大気の温度変化をもた らす。特に両板地

方の浮氷の面杭の季節変化 ・年々変動は気瓶変化

に大きい影響を与える。太陽からの入射光の反射

本は浮氷面と海水面では非常に異なるからであ

る。

いること）の 現象を.fill解する与え方の lつとし

て，クオークを 6利先日に明やす検型を指摘したも

のである。これが花加を射たものである ことは，

その後の’夫・！験的研究により新たな点下、7子（第 4の

クオークや屯い レプト ン）が相次いで発見された

ことに加えて， flT!和52年頃より第5のク オークの

(({1.：＿が実証されたことによ りますます確実なもの

となり，この校理は「小林一任川JI！［論」として碓

問たる地位を占めるに至った。ここに守’Eまされた

第6のクオーク（トップ ・クオーク）の発見のた

めに各国の実験グループがf.！！ しいflJ逐を演じてい

るのも ，この:FP.論のもつ先導ttーを不している。

以 tのような ·~C越 した業杭を考えるとき ，同教

J受の今｜百lの受i
( ;J左礎物J~l学研究0i')

一方，水資源の問題では，日本でも自然、の夕、ム

としての冬のW＇＼は屯要であるが，南米のアンデ

ス山脈やアジアのヒマラヤ山脈周辺の位燥地；mで

は向山の雪氷の前！！！水によって生活を保~IE；されてい

る人述が何億人と住んでいる。

今は人工衛昼時代となり ，世界中の秘J見も字社i

から毎日その変化を監視することが出米る。われ

われは，この律JJll.写真という新しい地図と刻比し

ながら世界の雪氷地域の’え－地問t五を杭けている。

この純の踏査には若い体力とかなりの立山技術を

必要とし，適任者はそうさらにいないので，木学

だけでなく他大学の研究者仲間とチームを組んで

海外調査を統けてきた。’可氷地域の状況にも大き

な地域差があるので， 比較氷河学の推進を一つの

大目標としている。 Jf~近でーは，南極，南米アンデ

スの｜判端パタゴニア地域とヒマ ラヤを主な対象に

とりあげた。

南極観測は採検H与代から既に30年も経て，その

.i'l'. filiiも内地と変らないぐらいである。初回以来木

乍が南値観測lに＊してきた役割は大きく ，木研究

，，「からも災害気候研究部門だけでなく，地形土じ

よう災害研究部門や桜島火山観測所から越冬隊－員

を送ってきた。特に第21次隊から 3年計画で行わ

れた極域気水圏観測計画（POLEX）中の板域大気

632一



京大広報

循環の研究の，，，心的役；lfljを裂した。そのため，内

陣みずほJ主地に30J ートルの気象観測然（写真 1)

を建て，移動気象観測解析装慌を.f／（んだ雪上＜Iiで・

更に内開にj並み，南極の代表的気象現象の一つで

ある氷床斜l市下降風の三次元的解析と大気 ・氷l7ii

fMIの熱収支のメカニズムの解明を行った。

一方，1973年から名古尾大学などと 協力 して 4

年計画でヒマラヤの気候と氷河の総合的調査を行

った。 ここは近代化された南極と災ーなり屯源など

もない危険地域で苦労が多かった。氷河台帳のflニ

成は名古屋大学が主となり，気象は主として本学

が担当したが，総合的な成よ！＂＝が得られたのは各大

学の若手研究者の強いチームワークによるところ

が人ーであった。エベレス卜近くの 4,420メ一卜ノレ

の高！度・1こ気象観捌ljJ;「（'1ユj

1985. 4 1 

はあつたが定常観iJllJを行つたことはヒマラヤ研究

史上画JU］的なことで‘あつた。この観測およびここ

を基地とした移動観測によりそンスーンと氷河の

j函養 ・消耗過程の聞の関係や， ILi IT;-氷河の上流か

ら下流に奄る気象学的氷河学的総合解析が可能と

なった。この計画とは別にヒマラヤ山脈の東西お

よび南北の比較調査が多くの設山隊と協力して行

われ，日本にも影響の大きいヒマラヤの気象の実

態が次第に明らかとなってきている。

写真 1 南極昭和基地の南約300km，際高
2,230mのみずほ基地に建てられ
た30mの大気境界周観測用鉄J芥

南極の近くにありながら，気視がはるかに高く

写真2 エベレストの南側4,420mの台地とのハージュ ン観測所

-633ー

降雨 ・降雪量とi必！解 ・流

動速度の大きいノミタゴニ

ア氷陸の雪氷をヒマラヤ

や南極と比，，交して調べよ

うというな図のもとに，

1968-69年， 1983一例年

の南半球の夏の現地観測

が各大学と協力して行わ

れ1985-86年にかけても

予定されている（表紙写

真）。

これらの調査は世界の

水文共同観測計画の一貫

としての意義も大きく ，

世界の気候変動の監視と

水資源、の確保にとって有

力な手がかりを与えてい

る。

（防災研究所）
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